
第８回政策調整会議結果報告 

 

１ 日 時 平成２４年１１月２６日（月）１３時００分～１６時４５分 

平成２４年１１月２７日（火）１３時００分～１７時３０分 

平成２４年１１月３０日（金）１３時００分～１５時００分 

平成２４年１２月 ３ 日（月）１５時００分～１７時００分 

 

２ 場 所 役場２階 審議室 

 

３ 出席者《構成員》副町長、総務課長、教育振興課長、建設水道課長、 

町民生活課長、保健福祉課長、産業振興課長 

《説明員》学校教育班主幹、社会教育班主幹、基地調整室長、主査、 

商工観光班主幹、主査、健康づくり担当課長、保健師、 

子育て支援班主幹、建設班主幹、角波公園担当主幹、 

自治推進班主幹 

《庶 務》企画財政班主幹、主査 

 

４ 内 容 

１ 給食センター施設整備事業 

[事業内容] 

・和式トイレから洋式トイレへの改修。 

・浴室から物品庫への改修。 

   [総 括] 

・安全安心な給食を提供するために、衛生面を考慮して改修工事を行うこととす

る。 

・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→実施 

 

２ 上富良野高等学校振興対策事業 

[事業内容] 

・上富良野高等学校の振興対策として、交通費と下宿費の助成、就学支援金及び

入学準備金を交付する。 

   [総 括] 

・様々なケースに対応できるように、制度の熟度（交通費助成は実費助成とする

か実費相当額とするか等）を高めたうえで、再協議を行う。 

 

３ 学校環境整備事業 

[事業内容] 



・西小→２階ホールの床板歪み修理、東中小→２階給湯器修理、上中→体育館ラ

イン引替、第１音楽室 FF ストーブ設置、江幌小→防犯センサー・カメラ付インタ

ーフォン設置、高圧洗浄機購入、東中小及び上中の支障木伐採。 

   [総 括] 

・評価対象外とする。 

・既存予算で対応できるものについては、その中で対応することとし、副町長査

定で協議する。 

 

４ 学力向上対策事業 

[事業内容] 

・標準学力・知能検査を実施し、各教科の傾向や課題を分析することで、児童生

徒の学習指導や学習状況を改善し、学力の向上を図る。 

   [総 括] 

・担当案のとおり実施とする。 

  ・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→実施 

 

５ 文化連盟５０周年記念事業補助 

[事業内容] 

・文化連盟が実施する５０周年記念事業に対し補助を行う。 

   [総 括] 

・担当案のとおり実施する。 

  ・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→実施 

 

６ 総合文化祭第５０回特別記念事業 

[事業内容] 

・総合文化祭第５０回特別記念事業として講演会を２回（一般、学校）開催する。 

・記念奨励事業として、期間内に文化連盟に加盟する団体が行う発表会等が使用

する町有施設の会場使用料を免除する。 

   [総 括] 

・町有施設の会場使用料については、各担当と協議を進めること。 

・記念事業の講演会は、担当案のとおり実施とする。 

  ・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→実施 

 

７ 郷土をさぐる（年表）発行補助 

[事業内容] 

・郷土をさぐる会の歴史年表発行に対し補助を行う。 



   [総 括] 

・開基１００年から１５年を経過しており、町の歴史を年表としてまとめること

は、行政資料としても重要であるため、担当案のとおり実施とする。 

  ・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→実施 

 

８ 地域防災計画作成（修正）業務 

[事業内容] 

・平成１７年に策定した計画を、近年の豪雨災害等にも対応できるように計画を

見直す。 

   [総 括] 

・災害に対する重要な指針であるため、担当案のとおり実施とする。 

  ・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→実施 

 

９ 深山峠ラベンダー園管理事業 

[事業内容] 

・深山峠ラベンダー園のウッドデッキと八景標柱の整備、ラベンダー園再生を行

う観光協会に対し補助する。 

   [総 括] 

・担当案のとおり実施とするが、オーナー園のあり方、観光協会への補助のあり

方について検討が必要である。 

  ・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→実施 

 

１０ 主要立地企業フォローアップ及び企業立地推進企業訪問 

[事業内容] 

・町長自らがトップセールスとして企業訪問し、企業誘致を行うための旅費。 

   [総 括] 

・評価対象外とする。 

・企業誘致にあたっては、町として何を売りにするのか（工業用地として提供で

きる土地の用意、既存の企業誘致に対する補助の拡大等）について検討が必要で

ある。 

   

１１ 観光客誘致宣伝事業 

[事業内容] 

・町のプロモーションＤＶＤ、絵葉書、カレンダー、タウンガイド、ゆるキャラ

の作成、JR 上富良野駅観光スポット設置、東京駅・津市プロモーション事業、新

ご当地グルメ調査研究を行い、観光客誘致を推進する。 



   [総 括] 

・「フラノ」の知名度は高いが、「上富良野」の知名度は低いと言わざるを得ない

状況にあり、町の宣伝媒体の作成は重要である。 

・熟度を高め副町長査定で協議する。 

 

１２ かみふらの雪まつり５０周年記念事業 

[事業内容] 

・５０周年記念事業としてイベントの充実及び体験イベント（十勝岳温泉郷周辺

でのスキー等）を実施する。 

   [総 括] 

・体験イベントは教育委員会事業と重複しており、教育委員会と協議する必要が

る。 

・例年の祭りのイベントを充実させて実施する方向で検討のうえ再協議とする。 

 

１３ １歳６カ月児健診歯科健診事業 

[事業内容] 

・１歳６カ月児健診を毎月から隔月実施に変更。 

・口腔検診を実施することで１歳６カ月の検診項目から除いていた歯科健診を口

腔検診の受診率が低いため健診項目に追加する。 

   [総 括] 

・幼児期からの虫歯予防に対して非常に有効であるため、担当案のとおり実施と

する。 

  ・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→実施 

 

１４ 女性のためのがん検診推進事業 

[事業内容] 

・乳がん検診の無料クーポン券の配布対象の拡大。 

・子宮がん検診受診者にＨＰＶ検査（ヒトパピローマウイルス検査）の実施。 

   [総 括] 

・がんの予防、早期発見は重要課題であるため、担当案のとおり実施とする。 

  ・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→実施 

 

１５ 児童館運営事業 

[事業内容] 

・児童厚生員の任用形態の変更。 

・H26 からの西児童館のサテライト化。 



・H27 東児童館の改修。 

   [総 括] 

・児童厚生員の任用形態の変更については、副町長査定で協議する。 

・サテライト化については、教育委員会で実施している放課後スクール等の事業

も含めたなかで検討が必要であるため、保留とする。 

・東児童館は、改修行い施設の長寿命化を図ることとする。 

   

１６ 町営住宅修繕（長寿命化計画） 

[事業内容] 

・建替までに、かなりの年月が必要である公営住宅の長寿命化を図る。 

・歳入：社会資本整備総合交付金（補助対象経費×４５％） 

   [総 括] 

・公営住宅の長寿命化を図ることは重要なことであるため、担当案のとおり実施

とする。 

  ・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｃ、方向性→実施 

 

１７ 神社公衆トイレ改築 

[事業内容] 

・非水洗化、老朽化のため改築を行う。 

   [総 括] 

・改築だけではなく、改修についても検討したうえで、再協議を行うこととする。 

 

１８ 観光振興計画戦略プラン推進事業 

[事業内容] 

・観光振興計画戦略プランを推進するために、H２５に観光人材育成講座の開催、

中小企業等人材育成補助、アウトドア資格取得経費補助、戦略プラン業務推進ア

ドバイザー等の事業を行う。 

   [総 括] 

・観光振興を推進するには重要な事業であるため実施とするが、単年度の実施で

はなく、複数年で実施し観光振興がより推進されるように図ること。 

  ・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→実施 

 

１９ ディスカバーかみふらの（おもてなしレベルアップ）事業 

[事業内容] 

・観光施設等を巡るツアーを町民対象に開催し、町民一人ひとりが町の良さを再

認識し町をピーアールできるように図る。 



   [意見] 

・ご当地検定も良い手法ではないか。 

   [総 括] 

・担当案のとおり実施とするが、上記意見についても検討すること。   

・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→実施 

 

２０ 長期滞在型観光促進事業 

[事業内容] 

・H24 に北海道観光振興機構の補助で実施したが、H２７まで事業を継続する。 

   [総 括] 

・担当案のとおり実施とするが、他の自治体に訪れる観光客を町に呼ぶために、

体験型観光等について検討すること。   

・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→実施 

 

２１ 白銀荘改修事業 

[事業内容] 

・源泉槽石入替。 

・照明の LDE 化。 

・地下タンクの埋設及びホームタンク設置。 

・券売機更新。 

   [総 括] 

・ＬＥＤは、高性能化やコストダウンが考えられるため、H26 以降の実施とする。 

・券売機更新は、備品購入についてルール（町が購入するべきか）を検討し、副

町長査定で協議する。 

・H25 は、源泉槽石入替と地下タンク埋設及びホームタンクの設置を実施する。 

・源泉槽の石は、定期的にメンテナンスを行うことで、長期間使用できるように

検討すること。 

・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→見直し実施 

 

２２ 空き店舗・空き地活用支援事業 

[事業内容] 

・商店街の空き店舗・空き地化が進んできており、その対策として空き店舗等を

活用して起業する場合に、賃借料の補助、改装費の補助、固定資産税減免等の取

組を行う。 

   [総 括] 

・商工会との役割分担や補助対象について検討が必要であり、熟度を高めた上で



再協議を行う。 

 

２３ 新規開業・新事業展開支援事業 

[事業内容] 

・中小企業者が若年層を雇用して新規開業や新事業を展開する経費に対し補助を

行う。 

   [総 括] 

・類似した助成策との整合性について検討が必要。 

・上記の「空き店舗・空き地活用支援事業」と一体で制度を組み立てが必要であ

り、熟度を高めた上で再協議を行う。 

 

２４ 豪雨災害多発河川の計画的な減災対策事業 

[事業内容] 

・豪雨災害多発河川の計画的な減災対策について情報提供。 

・具体策については、後日協議する。 

 

２５ 町道維持管理委託事業 

[事業内容] 

・H24 から町道の維持管理については全面委託を行っているが、H24 上半期の実績

をもとに見直しを行う。 

[総 括] 

・総括をしたうえで、再協議とする。 

 

２６ 駅前花壇整備事業 

[事業内容] 

・H24 に撤去した花壇跡の舗装復旧。 

・駅舎前にプランター花壇の設置。 

・バス停留所の移設。 

[総 括] 

・担当案のとおり実施とするが、実施にあたっては関係団体等と十分に調整を行

うこと。   

・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→実施 

 

２７ 協働のまちづくり推進事業 

[事業内容] 

・自治基本条例が施行から５年経過することから見直し作業を行う。 



[総 括] 

・担当案のとおり実施とする。   

・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｂ、方向性→実施 

 

２８ 地域情報通信基盤整備推進事業 

[事業内容] 

・町内全域の超高速ブロードバンド整備を、市街地を先行整備地区とし民間事業

者による商用ベースでの整備を要望し、商用ベースでの整備が見込めない郡部に

ついては、町単独事業として無線による整備を行う。 

[総 括] 

・早急に整備すべきであるが、民間事業者が整備するエリアを見極める必要があ

ることから、実施をＨ２６からとする。   

・必要性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、緊急性→Ｃ、方向性→実施 

 

２９ 総合計画基本計画の見直しについて 

[事業内容] 

・総合計画基本計画は、社会情勢等の変化に柔軟に対応できるように中間年に見

直しを図ることとしており、Ｈ２５で中間年となることから別紙によるスケジュ

ールにより見直しを図る。 

[総 括] 

・見直し方針及びスケジュールについて課長会議において決定する。 

・自治基本条例の見直しとも密接な関係にあることから、連携して見直しを進め

ていくこととする。 

 

３０ 政策調整会議結果の再協議事業の今後のスケジュールについて 

[事務局から説明] 

・別紙日程表により、事前協議を経たのちに再評価を行い、投資的事業の枠内調

整を行う。 

 


